
表紙の写真
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●今月の主な話題

菊陽町の平成22年度予算　　

予防接種を受けましょう

子ども手当を開始します
2

6

にんじん焼酎「酔紅」発売
10

福祉課からのお知らせ
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4月
美鈴幼稚園

ぼくの  わたしの誕生日

北森 士温くん
（沖野）

きた  もり　　し   おん

Happy
 Birthday!Happy

 Birthday!

作者

編
集
後
記

　

広
報
担
当
者
に
な
っ
て
早
１
年
。今
月
も
無
事
広
報
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
皆
さ
ん
が
広
報

を
読
ん
で
く
れ
て
い
る
お
か
げ
、
取
材
に
協
力
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
す
。た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、「
広
報
き

く
よ
う
」は
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
取
材
な
ど
で
皆
さ
ん
と
出
会
い
、
パ
ワ
ー
を

も
ら
い
な
が
ら
、頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　　
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人のうごき

人　口

男

女

世帯数

◆出生…  44人 ◆死亡…  20人
◆転入…235人 ◆転出…165人

平成22年2月末現在（　）内は前月比

36,203人（+94）

17,757人（+56）

18,446人（+38）

13,571世帯（+35）

きくようまち 検索

〒869-1192  熊本県菊池郡菊陽町大字久保田2800番地■発行／菊陽町　■編集／総合政策課
平成22年4月号

TEL.232･2111

ホームページ

Eメール sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

FAX.232･4923
広報きくよう

※この広報誌は、環境に配慮して、再生紙及び大豆インクを使用しています。

　晴天に恵まれ、暖かい日差しが降りそそぐ休日。菊
陽杉並木公園は、家族で花見をしながら昼食をとる人、
親子でボール遊びなどをする人たちであふれました。
　このほか、町内各地で桜が開花し、春を彩る桜の
花は、これからの暖かな季節の訪れを感じさせました。

「は　る」題名

まちの
わだい

菊
陽
吹
奏
楽
団
30
周
年
記
念
第
26
回
定
期
演
奏
会

素
晴
ら
し
い
演
奏
で
観
客
を
魅
了

　

２
月
28
日
、
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル
で
、「
菊
陽
吹

奏
楽
団
30
周
年
記
念
第
26
回
定
期
演
奏
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

始
め
に
、
紫
藤
淳
団
長
が
「
30
周
年
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
い
い
演
奏
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
演
奏
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ソ
ロ
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ス
テ
ー
ジ
の
３
部
構
成
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
陽
吹
奏
楽
団
が
結
成
さ
れ
た
１
９
７
９
年
の
ヒ
ッ

ト
曲
メ
ド
レ
ー
も
演
奏
さ
れ
、「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
で
は
、

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
の
振
り
を
観
客
も
一
緒
に
な
っ
て
踊
る

な
ど
の
楽
し
い
演
出
も
あ
り
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
た

演
奏
会
で
し
た
。

　

菊
陽
吹
奏
楽
団
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
や
地
域
の
活
動
に

も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
と
う
す
な
お

瀬口 妃菜ちゃん
（光の森）

せ　ぐち   ひめ   な

人なつっこくて、笑顔が
とってもかわいい女の子です。

平成17年4月24日生まれ

平成16年4月20日生まれ

藤嶋 拓望くん
（新山）

ふじ しま　　たく  み

体を動かして遊ぶことが
大好きです！

平成16年4月9日生まれ

URL http://www.town.kikuyo.lg.jp/よいべに
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平
成
22
年
度
の
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
と
各
特
別
会
計
予
算
が
、
平
成

22
年
第
１
回
菊
陽
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
１
０
４
億
２
，
４
２
９
万
１
千
円
で
前
年
度

比
３
億
１
，
６
８
１
万
５
千
円
の
増（
＋
３
．
１
％
）、
特
別
会
計
が
69
億

７
，
６
８
９
万
９
千
円
で
前
年
度
比
５
，
８
５
５
万
６
千
円
の
増

（
＋
０
．
８
％
）と
な
り
、
総
額
は
１
７
４
億
１
１
９
万
円
で
３
億

７
，
５
３
７
万
１
千
円
の
増（
＋
２
．
２
％
）と
な
り
ま
し
た
。

「人・緑・元気 輝く生活創造都市」を目指して「人・緑・元気 輝く生活創造都市」を目指して「人・緑・元気 輝く生活創造都市」を目指して

菊陽町の平成 22 年度予算菊陽町の平成 22 年度予算
総額総額 17474億 119万円万円

菊陽町の平成 22 年度予算
総額 174億 119万円

一般会計歳入104億 2,429万 1千円一般会計歳出 104億 2,429万 1千円

一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
、
国
県
支

出
金
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
町

民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税
や
町

債
な
ど
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

町
税
は
全
体
の
52
．
４
％
を
占
め
、

54
億
６
，
４
７
７
万
８
千
円
（
前
年
度

比
１
億
６
，
６
２
１
万
６
千
円
減
）
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
税
目
で
は
、
個
人

町
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
（
土
地
・

家
屋
な
ど
）
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、

法
人
町
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
（
償

却
資
産
）
が
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
税
収
の
落
ち
込
み

に
伴
い
、
２
億
３
，
９
９
０
万
円
（
前

年
度
比
１
億
６
２
０
万
円
増
）
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
12
億
２
，
３
４
４

万
７
千
円（
前
年
度
比
３
億
１
，
０
８
６

万
円
増
）、
県
支
出
金
は
、
６
億

２
，
８
９
９
万
８
千
円
（
前
年
度
比
１

億
４
０
８
万
２
千
円
増
）
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
子
ど
も

手
当
の
支
給
開
始
と
私
立
保
育
所
が
２

園
開
園
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
繰
入
金
と
し
て
基
金
か
ら

５
億
７
，
１
４
５
万
円
（
前
年
度
比

７
，
６
０
６
万
２
千
円
減
）
を
繰
入
れ
、

財
源
不
足
を
補
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
７
億
７
，
５
５
０
万
円
（
前

年
度
比
４
，
２
６
０
万
円
減
）
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
５
億
１
千
万
円
見
込
ん
で
い
ま

す
。

一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
、
教
育
費
が
減

少
し
、
民
生
費
、
総
務
費
が
増
加
し
ま

し
た
。
性
質
別
で
は
普
通
建
設
事
業
費

が
大
き
く
減
少
し
、
扶
助
費
、
補
助
費

等
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
費
に
は
、
１
億
７
１
７
万
６
千

円
（
前
年
度
比
５
８
３
万
６
千
円
減
）を

計
上
し
ま
し
た
。

　

総
務
費
に
は
、
16
億
１
，
８
９
０
万

９
千
円（
前
年
度
比
１
億
７
，
４
２
９
万

８
千
円
増
）を
計
上
し
ま
し
た
。
地
区
公

民
館
用
地
購
入
費
や
役
場
庁
舎
の
耐
震

補
強
工
事
、
選
挙
費
、
国
勢
調
査
の
実

施
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

民
生
費
に
は
、
33
億
３
，
３
０
０
万

円
（
前
年
度
比
５
億
１
，
１
２
７
万
８

千
円
増
）
を
計
上
し
ま
し
た
。
増
加
の

主
な
要
因
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
開

始
や
、
私
立
保
育
所
の
２
園
開
園
な
ど

に
伴
う
も
の
で
す
。

　

衛
生
費
に
は
、
子
ど
も
医
療
費
や
予

防
接
種
費
、
各
種
検
診
費
用
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
、
ご
み
収

集
に
必
要
な
経
費
な
ど
、
10
億

９
，
６
７
２
万
１
千
円（
前
年
度
比

６
１
９
万
８
千
円
増
）
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

労
働
費
に
は
、「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」

と
「
働
く
婦
人
の
家
」
の
運
営
に
必
要

な
経
費
と
し
て
、
２
，
０
３
６
万
４
千

円
（
前
年
度
比
７
万
４
千
円
減
）
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
に
は
、
２
億

１
，
６
４
３
万
８
千
円
（
前
年
度
比

２
，５
８
４
万
円
減
）を
計
上
し
ま
し
た
。

土
地
改
良
事
業
費
が
減
少
し
ま
し
た
が
、

緊
急
雇
用
対
策
事
業
や
さ
ん
ふ
れ
あ
温

泉
の
二
酸
化
炭
素
削
減
に
関
す
る
費
用

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

商
工
費
に
は
、
７
，
２
５
０
万
４
千

円（
前
年
度
比
１
，１
０
４
万
９
千
円
減
）

を
計
上
し
ま
し
た
。
工
事
費
が
減
少
し
、

緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

　

土
木
費
に
は
、
14
億
８
，
７
４
９
万

４
千
円（
前
年
度
比
２
億
４
，
８
８
９

万
９
千
円
減
）を
計
上
し
ま
し
た
。
工

事
な
ど
の
事
業
量
が
減
っ
た
た
め
、
予

算
規
模
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
費
に
は
、
消
防
署
や
消
防
団
に

必
要
な
経
費
な
ど
、
３
億
５
，
５
５
１

万
４
千
円（
前
年
度
比
９
９
９
万
２
千

円
増
）を
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
に
は
、
９
億
１
，
１
０
９
万

４
千
円（
前
年
度
比
７
，
８
７
８
万
９

千
円
減
）を
計
上
し
ま
し
た
。
菊
陽
中

学
校
の
耐
震
補
強
設
計
費
や
、
各
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
の
運
営
に
必
要
な
経
費

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

公
債
費
に
は
、
町
債
の
返
済
費
用
と

し
て
11
億
７
，
０
４
０
万
７
千
円（
前

年
度
比
１
，
８
０
１
万
８
千
円
減
）
を

計
上
し
ま
し
た
。
町
債
残
高
は
、
平
成

22
年
３
月
末
で
約
１
０
４
億
円
で
す
。

町税町税
54億6,477万8千円 54億6,477万8千円 

52.4%52.4%

自主財源自主財源
69億4,881万2千円  69億4,881万2千円  

66.7%66.7%

町債町債
7億7,550万円7億7,550万円

7.4%7.4%

町税
54億6,477万8千円 

52.4%

人件費人件費
18億1,890万1千円 18億1,890万1千円 

17.5%17.5%

扶助費扶助費
14億6,870万6千円 14億6,870万6千円 

14.1%14.1%

公債費公債費
11億7,040万7千円  11億7,040万7千円  

11.2%11.2%

普通建設事業費など普通建設事業費など
10億8,619万7千円  10億8,619万7千円  

10.4%10.4%

物件費物件費
18億2,213万円 18億2,213万円 

17.5%17.5%

補助費等補助費等
17億3,998万7千円 17億3,998万7千円 

16.7%16.7%

繰出金など繰出金など
12億7,565万7千円  12億7,565万7千円  

12.2%12.2%

その他の経費その他の経費
48億8,008万円48億8,008万円

46.8%46.8%

投資的経費投資的経費
10億8,619万7千円  10億8,619万7千円  

10.4%10.4%

義務的経費義務的経費
44億5,801万4千円 44億5,801万4千円 

42.8%42.8%

人件費
18億1,890万1千円 

17.5%

扶助費
14億6,870万6千円 

14.1%

公債費
11億7,040万7千円  

11.2%

普通建設事業費など
10億8,619万7千円  

10.4%

物件費
18億2,213万円 

17.5%

補助費等
17億3,998万7千円 

16.7%

維持補修費
4,230万6千円  

0.4%

繰出金など
12億7,565万7千円  

12.2%

労働費・商工費など
1億2,753万8千円 

1.2%

たばこ税
2億5,872万円
4.8%（+98万円）

固定資産税［償却資産］
12億1,985万4千円

22.3%（△2億6,066万9千円）

法人町民税
2億5,230万7千円

4.6%（△9,389万8千円）

町税の内訳
※（　）内は前年比

目的別経費

性質別経費

※単位未満四捨五入のため、グラフの内訳と合計が合わない場合があります※グラフに使用した語句の説明は次のページにあります

固定資産税［土地・家屋など］
20億8,741万5千円

38.2%（+1億2,952万4千円）

個人町民税
15億7,960万8千円
28.9%（+5,451万7千円）

軽自動車税
6,687万4千円
1.2%（+333万円）

公債費
11億7,040万7千円 

11.2%

教育費
9億1,109万4千円  

8.8%

土木費
14億8,749万4千円 

14.3%

衛生費
10億9,672万1千円 

10.5%

民生費
33億3,300万円

32.0%

総務費
16億1,890万9千円  

15.5%

消防費
3億5,551万4千円 

3.4%

農林水産業費
2億1,643万8千円 

2.1%

議会費
1億717万6千円

1.0%

その他の経費
48億8,008万円

46.8%

投資的経費
10億8,619万7千円  

10.4%

義務的経費
44億5,801万4千円 

42.8%

自主財源
69億4,881万2千円  

66.7%

依存財源依存財源
34億7,547万9千円  34億7,547万9千円  

33.3%33.3%

分担金及び負担金分担金及び負担金
使用料及び手数料使用料及び手数料
3億8,741万2千円  3億8,741万2千円  

3.7%3.7%

繰入金、繰越金など繰入金、繰越金など
7億9,437万9千円  7億9,437万9千円  

7.7%7.7%

国庫支出金国庫支出金
12億2,344万7千円  12億2,344万7千円  

11.7%11.7%

県支出金県支出金
6億2,899万8千円  6億2,899万8千円  

6.0%6.0%

各種交付金各種交付金
4億2,647万8千円  4億2,647万8千円  

4.1%4.1%

依存財源
34億7,547万9千円  

33.3%

分担金及び負担金
使用料及び手数料
3億8,741万2千円  

3.7%

財産収入
3億224万3千円  

2.9%

繰入金、繰越金など
7億9,437万9千円  

7.7%

地方譲与税
1億8,115万6千円  

1.8%

地方交付税
2億3,990万円

2.3%

国庫支出金
12億2,344万7千円  

11.7%

県支出金
6億2,899万8千円  

6.0%

各種交付金
4億2,647万8千円  

4.1%

町債
7億7,550万円

7.4%
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財政課　財政係 ２３２－２１１１問い合わせ

●
歳　

入

・
自
主
財
源

　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
財

源
の
こ
と
で
す
。
自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
地

方
公
共
団
体
の
行
政
活
動
の
自
主
性
と
安
定

性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
依
存
財
源

　

国
や
都
道
府
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
や
、

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
町
債
な
ど

を
い
い
ま
す
。

・
地
方
交
付
税

　

地
方
公
共
団
体
が
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
え
る
よ
う
に
、
そ
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

・
国
・
県
支
出
金

　

町
が
事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や
県
が
そ
の

事
業
費
の
一
部
を
負
担
し
た
り
、
助
成
し
た

り
す
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

・
町
債

　

町
が
事
業
を
行
う
場
合
に
長
期
的
に
借
り
入

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

・
繰
入
金

　

ほ
か
の
会
計
や
基
金（
町
の
貯
金
）な
ど
か
ら

受
け
入
れ
た
経
費
の
こ
と
で
す
。

●
歳　

出

・
義
務
的
経
費

　

歳
出
の
中
で
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、

任
意
に
削
減
で
き
な
い
経
費
の
こ
と
で
す
。

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
が
あ
り
ま
す
。

・
投
資
的
経
費

　

施
設
や
道
路
な
ど
将
来
に
残
る
も
の
を
造
る

た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
で
す
。

・
扶
助
費

　

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
各
種
の
法
令

（
障
害
者
自
立
支
援
法
、
児
童
福
祉
法
な
ど
）

に
基
づ
き
支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
で
す
。

・
繰
出
金

　

ほ
か
の
会
計
へ
支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
で
す
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。
各
特
別
会
計
の

主
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　

町
の
事
業
で
使
う
土
地
を
事
業
実

施
に
先
行
し
て
取
得
す
る
た
め
の
会

計
で
、
光
の
森
公
共
用
地
取
得
の
際

に
借
り
た
町
債
の
償
還
金（
約
２
億
３

千
万
円
）お
よ
び
管
理
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
町
債
残
高
は
、
平
成
22
年

３
月
末
で
約
15
億
円
で
す
。

下
水
道
特
別
会
計

　

公
共
下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
向

上
と
河
川
の
汚
濁
防
止
な
ど
を
目
的

に
整
備
し
て
い
ま
す
。
主
な
財
源
は
、

使
用
料
や
国
か
ら
の
支
出
金
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
す
。

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

　

農
業
集
落
排
水
は
、
農
村
地
帯
の

生
活
環
境
の
向
上
と
河
川
の
汚
濁
防

止
な
ど
を
目
的
に
整
備
し
、
処
理
施

設
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
主
な
財
源
は
、

使
用
料
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

な
ど
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

74
歳
ま
で
の
農
業
・
自
営
業
・
退

職
者
な
ど
の
皆
さ
ん
の
保
険
給
付
や
、

特
定
健
康
診
査
な
ど
の
事
業
を
行
い

ま
す
。
主
な
財
源
は
、
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
や

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

　

高
齢
者（
老
人
医
療
受
給
者
）の
医

療
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。
平
成
20

年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
し
た
た
め
、
平
成
19
年
度
ま
で

の
分
の
給
付
に
つ
い
て
残
務
整
理
を

行
い
ま
す（
平
成
22
年
度
で
廃
止
）。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
介
護
に
関
す

る
サ
ー
ビ
ス
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

主
な
財
源
は
、
40
歳
以
上
の
人
に
納

め
て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
や
国
・

県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
保
険
料
を
、
熊
本
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
納
付
し

ま
す（
医
療
給
付
は
広
域
連
合
が
行
い

ま
す
）。
ま
た
、
健
康
保
持
増
進
事
業

を
行
い
ま
す
。

ま
と
め

　

平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
は
、
歳

入
不
足
に
よ
る
厳
し
い
財
政
事
情
の

も
と
、
事
業
内
容
を
精
査
し
て
編
成

し
ま
し
た
。
今
後
も
行
財
政
改
革
を

進
め
な
が
ら
、
適
正
な
執
行
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■一般会計
○議会費
　・議会運営に係る費用
○総務費
　・防犯灯、交通安全施設整備工事
　・広報きくようの発行
　・巡回バスの運行
　・住居表示事業
　・電子計算システムの運用管理
　・役場庁舎管理費
　・役場庁舎耐震補強工事
　・土地取得特別会計繰出金
　・緊急雇用対策（スクールパトロール）
　・参議院議員選挙費
　・町長選挙費
　・国勢調査費
○民生費
　・障害者福祉費（自立支援費ほか）
　・老人福祉費
　・緊急雇用対策（老人福祉関係）
　・放課後児童健全育成事業（学童保育）
　・児童手当及び子ども手当
　・保育所運営費（公立8+私立3、ほか）
　・国民健康保険特別会計繰出金
　・介護保険特別会計繰出金
　・後期高齢者医療特別会計繰出金
　・県後期高齢者医療広域連合負担金
○衛生費
　・子ども医療費扶助（小６まで）
　・妊婦健診（14回分）
　・予防接種委託料等（インフルエンザほか）
　・各種検診委託料
　・菊池環境保全組合負担金（ごみ処理）
　・菊池広域連合負担金（し尿処理費）
　・ごみ収集運搬業務委託料
　・リサイクル奨励金　ほか
　・太陽熱温水器、太陽光発電システム購入補助
○労働費
　・勤労青少年ホーム、働く婦人の家運営費
○農林水産業費
　・農業振興費、畜産振興費
　・土地改良事業（農道等の整備ほか）
　・農地水環境向上活動支援事業負担金
　・緊急雇用対策（農産物・林業関係）
　・農業集落排水特別会計繰出金
　・さんふれあ温泉熱エネルギー供給事業 
○商工費
　・商工振興費
　・セミコンテクノパーク周辺の道路改良
　・セミコンテクノパーク水道維持管理負担金
　・緊急雇用対策（地域ブランド開発）
○土木費
　・横道合志２号線の整備
　・道路の新設改良
　

1億　718万円

1,165万円
616万円
897万円
684万円

1億1,972万円
4,363万円

1億2,416万円
2億3,524万円

792万円
1,150万円
1,087万円
1,316万円

 
3億 9,648万円

4,811万円
2,418万円
3,604万円

9億3,300万円
9億3,365万円
1億5,268万円
2億5,925万円

6,876万円
2億3,834万円

 
1億 2,600万円

4,444万円
7,892万円
4,364万円

4億5,583万円
4,575万円
5,963万円
885万円
550万円

 
2,036万円

2,024万円
4,390万円
1,123万円
2,767万円
3,082万円
560万円

3,494万円
1,667万円
1,304万円
409万円

1億2,125万円
1億4,497万円

　・道路の維持管理
　・土地区画整理事業 
　・公園の維持管理
　・町営住宅の維持管理
　・町営住宅の設計など
　・緊急雇用対策（境界確定など）
　・下水道特別会計繰出金
○消防費
　・消防団関係費
　・消防施設整備（防火水槽、小型ポンプなど）
　・防災行政無線増設
　・総合防災訓練関係費
　・菊池広域連合負担金（消防費）
○教育費
　・中学生海外派遣事業
　・外国青年招致事業（２人）
　・特別支援指導助手他非常勤講師等の活用
　・備品購入（教材、管理、給食用）
　・各小中学校改修工事等
　・菊陽中学校耐震補強工事等設計
　・幼稚園就園奨励補助
　・生涯学習の推進（施設の運営含む）
　・中央公民館耐震補強工事
　・図書館の運営（ホール含む）
○公債費
　・元金
　・利子

■特別会計
○土地取得特別会計
　・光の森用地借入金の返還
○下水道特別会計
　・下水道施設維持管理費
　・汚水関係工事
　・雨水関係工事
　・公債費（元金、利子）
○農業集落排水特別会計
　・施設維持管理費、事業費
　・公債費（元金、利子）
○国民健康保険特別会計
　・保険給付費
　・出産育児一時金
　・人間ドック補助金
　・特定健康診査等事業費
　・後期高齢者支援金、介護納付金等
○老人保健特別会計
　・医療諸費
○介護保険特別会計
　・保険給付費
　・地域支援事業費
○後期高齢者医療特別会計
　・広域連合納付金
　・保健事業費

7,750万円
4億7,478万円
5,441万円
676万円

5,560万円
170万円

4億7,989万円

4,698万円
1,690万円
470万円
50万円

2億7,154万円

448万円
1,165万円
6,242万円
3,350万円
1,135万円
1,927万円
4,301万円

1億8,225万円
1,101万円
8,686万円

9億9,117万円
1億7,924万円

2億3,291万円

4億　645万円
2億6,668万円
5,933万円

7億　768万円

1,866万円
2,014万円

20億5,496万円
2,520万円
1,250万円
2,938万円

5億　880万円

171万円

16億8,116万円
7,387万円

2億7,197万円
987万円

語
句
の
説
明

　　　特別会計名称

①土地取得特別会計

②下水道特別会計

③農業集落排水特別会計

④国民健康保険特別会計

⑤老人保健特別会計

⑥介護保険特別会計

⑦後期高齢者医療特別会計

　　　合　　　　計

当初予算額　　　

2億 3,611万 9千円

15億 4,053万 5千円

3,986万 7千円

30億 8,799万 5千円

625万 6千円

17億 8,102万 2千円

2億 8,510万 5千円

69億 7,689万 9千円

平成22年度の主な事業

▲建設が進む横道合志2号線（図書館から撮影）
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●受給対象

　中学校修了前までの子ども

　（15 歳に達した日以後の最初の３月31日までの間にある人）

●受給者

　子どもを監護（※１）している人で、子どもの生計の中心者（所

得が高い人）が、受給者（請求者）となります。

※１　監護とは、子どもの生活上、通常必要とされる監督・保

護を行っていることをいいます。　　　

●支給額（月額）

　13,000円

　（平成 22 年４月分～平成 23 年３月分）

●支給月

　２月・６月・10 月

※支払日は、支給決定時に通知します。

●子ども手当の寄附

　子ども手当は、寄附をすることができます。寄附された子ど

も手当は、子どもの健やかな育ちを支援するために使われ

ます。

●今まで児童手当を受けていなかった人

　［手続きに必要なもの］

　・印かん

　・請求者の健康保険証

　・請求者の年金記号番号
　・ 請求者名義の預金口座通帳またはキャッシュカード
　　（支店コード・口座番号が記載されているもの）

※請求者は、子どもではありません。

●子どもと別居している人（子どもが町外に住んでいる場合）

　子どもの世帯全員分の住民票謄本（本籍・筆頭者・続柄記

載のもの）が必要です。

●今まで児童手当を受給していた人

　児童手当の受給者で、中学２年生～３年生（平成７年４月２

日～平成９年４月１日生まれ）の子どもを養育している人は、

手続きが必要です。

　ただし、平成９年４月２日以降に生まれた子どものみを養育

している場合は、今回手続きの必要はありません（出生・転

入を除く）。

子ども手当の手続き子ども手当の手続き
フローチャートフローチャート
子ども手当の手続き子ども手当の手続き
フローチャートフローチャート
子ども手当の手続き
フローチャート

中学校３年生までの子どもを養育している皆さんへ

福祉課　子育て支援係 ２３２－４９１３問い合わせ

　平成 22 年４月から、子ども手当制度がはじまります。
　この制度は、次代を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応援するために行われ、中学校３年生までの子ど
もを養育している人が対象です。
　今まで児童手当を受けていた人のほか、所得制限などで児童手当を受けられなかった人や、平成7年4月2日以
降に生まれた子どもを養育している保護者も対象となります。
　手続きについては、次ページのフローチャートでご確認ください。

中学校３年生まで（平成７年４月２日以降に生
まれた子ども）を監護（※1）している保護者で、
生計を維持する程度の高い人（恒常的に所得が
高い人）が子ども手当を受給できる請求者（子ど
もではありません）となります。

受
給
要
件

児童手当を受給している

公務員である

子どもと別居している

子ども手当が対象となる平成７年４月２日以
降に生まれた子どもを養育している

児童手当対象外の中学
２年生～3年生の子ど
もを養育している
平成７年４月２日～平成
９年４月１日生まれの子
どもがいる

（特定（地方）独立行政法人に勤務する人
および派遣法により派遣された人を除く）

公務員である
（特定（地方）独立行政法人に勤務する人
および派遣法により派遣された人を除く）

別居の子どもと同居してい
る保護者などが、その子ども
の「児童手当」または「子ども
手当」を受給している

子ども手当の手続きは、９月30日（木）まで（土・日・祝日除く）に福祉課または武蔵ヶ丘支所で行って
ください。９月30日までに手続きをすると、４月分からさかのぼって支給されますが、期限を過ぎて
手続きをすると、手続きした翌月分からの支給になりますので、ご注意ください。
※6月の支払いに間に合わせたい場合は、5月31日（月）まで（土・日・祝日除く）に手続きをしてください。

勤務先の官
庁で手続き
をしてくだ
さい

勤務先の官
庁で手続き
をしてくだ
さい

特に手続き
の必要はあ
りません

子ども手当
の受給資格
がありませ
ん

「額改定」の手続きを
行ってください。
［必要書類など］
・印かん
※子どもと別居している
場合は、「子どもの世帯
全員分の住民票謄本」が
別途必要です（子どもが
町内在住の場合は不要
です）。

「認定請求」の手続きを行っ
てください。
［必要書類など］
・請求者の健康保険証
・請求者の年金記号番号
・請求者の預金口座通帳など
・印かん
※子どもと別居している場合は、
「子どもの世帯全員分の住民票謄
本」が別途必要です（子どもが町
内在住の場合は不要です）。

※このフローチャートにあてはまらない場合は、福祉課子育て支援係へお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

児童手当と子ども手当の児童手当と子ども手当の児童手当と子ども手当の児童手当と子ども手当の児童手当と子ども手当の
児童手当と子ども手当の違いって何？

Q&A

今までもらっていた児童手当はどうなりますか？Q

Q

A

A
平成22年３月分までは児童手当、平成22年４月分からは子ども手当として支払われ

ます。現在、児童手当を受けている人には、後日、変更分の支払通知書を送付します。

児童手当 子ども手当

小学校修了前まで
（満12歳以後の最初の3月31日までの子ども）

中学校修了前まで
（満15 歳以後の最初の3月31日までの子ども）

あ　　り

第１子・第２子　　　　　  5,000円
3歳未満・第3子以降　10,000円

毎年2・6・10月

な　　し

受給対象

所得制限

支給額
（月額）

支給月

平成22年度中　　13,000円

毎年2・6・10月

子ども手当の手続きは
９月30日（木）までに！

子ども手当制度がはじまりま子ども手当制度がはじまります!!!!子ども手当制度がはじまります!!

（          ）平成22年
3月まで （          ）平成22年

4月から
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●事前に予約が必要です
　ワクチンの接種を受ける場合は、指定医
療機関に必ず事前に予約をしてください。

●接種料金
　平成22年度の定期接種対象者の接種料金
は無料ですが、それ以外の人は任意接種
で有料となります。

●必要なもの
　母子健康手帳、予診票が必要です。
　第２期、第3期、第４期対象者には、３
月末から４月上旬にかけて予診票を送付
します。

　なお、第1 期対象者には予防接種だよ
りや乳幼児健診などでもお知らせします
ので、ご確認ください。

麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチンを受けましょう
1 歳児・年長児・中学 1年生・高校 3年生の保護者へ

健康・保険課　保健予防係 ２３２－４９１２問い合わせ

予防接種を予防接種を
　　　受けましょう　　　受けましょう
予防接種を予防接種を
　　　受けましょう　　　受けましょう
予防接種を
　　　受けましょう

麻しん・風しん混合（MR）ワクチン接種指定医療機関二種混合予防接種指定医療機関

通年
指定医療機関

平成22年4月1日～
平成23年3月31日
指定医療機関

第１期
生後12カ月（1歳）～24カ月（2歳）で１回接種

第２期
小学校就学前の1年間で1回接種

第３期
中学1年生に相当する年度で1回接種
（平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれ）

第４期
高校3年生に相当する年度で1回接種
（平成4年4月2日～平成5年4月1日生まれ）

●事前に予約が必要です
　接種を希望する場合は、指定医療機関に
必ず事前に予約をし、接種を受ける本人
の健康状態をよく知っている保護者が同
伴してください。

　接種料金は無料です。
●予防接種を受けたかな？
　今までに決められた回数を接種していな
い場合は、指定医療機関にお問い合わせ
ください。

　母子健康手帳で幼児期の三種混合予防接
種歴の確認ができない場合は、接種をお
断りすることがあります。　

※母子健康手帳を紛失した人は、事前に健
康・保険課にご相談ください。

二種混合（破傷風・ジフテリア）の予防接種を受けましょう
小学校６年生の保護者へ

　小学６年生を対象とした二種混合予防接種は、乳幼児期に受けた
4回の三種混合（百日せき・破傷風・ジフテリア）予防接種の追加
として接種を勧めています。
　乳幼児期の予防接種だけでは、抗体価が下がってきますので、
この時期に追加接種を行い、抗体価を上げましょう。
　今までに決められた回数を接種していない場合は、指定医療機
関に事前にお問い合わせください。

平成22年4月1日～
平成23年3月31日
指定医療機関

・母子健康手帳
・予診票
（対象者には3月末
 から4月上旬にか
  けて送付します）

小学校６年生
（平成22年度）

　予防接種は、感染症が流行するのを防いだり、病気にかかったり

しないように、あるいは、かかっても重くならないようにするため

のものです。

　お母さんが赤ちゃんにプレゼントした「病気に対する抵抗力（免

疫）」は、成長とともにほとんどが自然に失われていきます。

　また、子どもは発育とともに外出の機会が多くなり、感染症にか

かる可能性も高くなります。そのため、子ども自身で免疫をつくっ

て病気を予防する必要があり、その助けとなるのが予防接種です。

定期接種対象者 接種期間・接種場所

対象者 接種期間・接種場所 持参物

町　
　
　

内

町　
　
　

外

町　
　
　

内

町　
　
　

外

ふじおか内科
（第２・３・４期のみ）

古川医院

よしもと小児科

矢野医院

てらしま小児科医院

松岡耳鼻咽喉科医院
（第１・２期のみ）

河野内科クリニック

武蔵しもむら医院

たぶち内科循環器科

なみかわ小児科医院

さとう医院

みやの小児科

まつもとこどもクリニック

えがみ小児科

千年内科・小児科医院

上原胃腸科外科小児科クリニック

西村クリニック

なかむらファミリークリニック

みねとまクリニック
（第３・４期のみ）

232－7550

232－1566

233－2520

232－5266

232－5151

232－5011

233－1717

339－7561

233－3588

下原

上津久礼

緑陽台

新町

三里木

三里木

三里木北

武８町内

光の森

293－1163

293－2550

248－5800

338－8960

339－0331

339－1551

337－3884

337－6600

339－1711

337－3370

大津町

大津町

合志市

合志市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

医療機関名 電話番号 地区名 医療機関名 電話番号 市町名医療機関名 電話番号 地区名 医療機関名 電話番号 市町名

よしもと小児科

矢野医院

てらしま小児科医院

河野内科クリニック

武蔵しもむら医院

たぶち内科循環器科

233－2520

232－5266

232－5151

233－1717

339－7561

233－3588

緑陽台

新町

三里木

三里木北

武８町内

光の森

なみかわ小児科医院

さとう医院

まつもとこどもクリニック

えがみ小児科

千年内科・小児科医院

上原胃腸科外科小児科クリニック

西村クリニック

なかむらファミリークリニック

みねとまクリニック

293－1163

293－2550

338－8960

339－0331

339－1551

337－3884

337－6600

339－1711

337－3370

大津町

大津町

合志市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市



11 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2010.4 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2010.4 10

地
域
生
活
支
援
事
業
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
と
内
容

○
移
動
支
援
事
業

○
日
中
一
時
支
援
事
業

○
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

○
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成
事
業

　

身
体
ま
た
は
知
的
、
精
神
に
一
定
以
上
の
障

が
い
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
適
当
と
判

断
さ
れ
る
人
に
対
し
行
う
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業

で
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
心

身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
に
対
し
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
や
、
運
転
免
許
取
得
・
改
造

の
た
め
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

給
付
・
助
成
要
件
、
利
用
料
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

☎（
2
3
2
）4
9
1
3

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
創
作
的
活
動
な

ど
日
中
活
動
の
場
の
提
供
や
地
域
と
の
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

地
域
生
活
支
援
を
図
り
ま
す
。

※

利
用
料
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

き
く
よ
う
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
菊
陽

病
院
内
）　　
　
　

☎（
2
3
2
）8
5
1
8

○
相
談
支
援
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
、
権
利
擁

護
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
い
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※

利
用
料
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー（
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
内
）　
　
　
　

☎（
2
2
7
）7
0
1
0

き
く
よ
う
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
菊
陽

病
院
内
）　　
　
　

☎（
2
3
2
）8
5
1
8

就
労
相
談
・
生
活
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

○
就
労
相
談
支
援

　

就
労
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
事
、
相
談
に

応
え
ま
す
。

○
職
場
開
拓

　

事
業
所
に
対
し
、
障
が
い
者
雇
用
の
働
き

か
け
を
行
い
ま
す
。

○
就
業
生
活
支
援

　

日
常
生
活
の
自
己
管
理
、
地
域
生
活
、
生

活
設
計
な
ど
に
関
す
る
提
案
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
北
部
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー 

が
ま
だ
す（
菊
池
市
隈
府
）

☎
0
9
6
8（
2
5
）1
8
9
9

障
害
児
福
祉
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
人
に
支
給
し

ま
す
。
要
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
1
4
，3
8
0
円
）

　

心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
児
童

に
支
給
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当（
月
額
2
6
，4
4
0
円
）

　

心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

で
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上

の
人
に
支
給
し
ま
す
。

※

各
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人
、
病
院
ま
た

は
診
療
所
に
3
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

心
身
に
一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
す
る
人
に
、
障
が
い
の
程
度

に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

1
級（
月
額
5
0
，7
5
0
円
）

　

2
級（
月
額
3
3
，8
0
0
円
）

※

手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

対
象
と
な
る
児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

☎（
2
3
2
）4
9
1
3

▼
開
催
日

　

5
月
16
日（
日
）

　

5
月
30
日（
日
）　

水
泳
競
技
の
み

▼
競
技
と
開
催
会
場

・

陸
上
競
技

　

熊
本
市
水
前
寺
競
技
場

・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

・

水
泳
競
技（
30
日
開
催
）

　

ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と

・

卓
球
競
技

　

熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

体
育
館

・

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競
技

　

熊
本
県
身
体
障
害
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

・

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

　

Ａ
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

　

マ
ス
タ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
熊
本

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
菊
池
地
域
振
興
局
福
祉
課

☎
0
9
6
8（
2
5
）0
6
8
9

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

障
が
い
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

第
9
回
熊
本
県

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
す
べ
て

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
学
生
も
こ
の
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
に
は
、
学

生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

卒
業
ま
で
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す（
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
）。

　

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
町
民
課
年
金
係
へ
申
請
し
ま

し
ょ
う
。
申
請
が
遅
れ
て
、
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

と
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
で
重
い

障
害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
所

得
が
1
1
8
万
円
以
下
の
人（
学

生
に
扶
養
親
族
が
あ
れ
ば
基
準
額

が
変
わ
り
ま
す
）

■
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校（
修
業
年
限
が
1
年
以
上

で
あ
る
課
程
）な
ど
に
在
学
す
る

学
生

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳

②
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
平
成
22

年
4
月
以
降
に
交
付
さ
れ
た
在

学
証
明
書

③
印
か
ん（
認
め
印
可
）

■
承
認
さ
れ
る
と

　

申
請
さ
れ
た
年
度
の
4
月
分
か

ら
翌
年
3
月
分
ま
で
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
へ

町民課　年金係
熊本西年金事務所

２３２－４９１４
３５５－３２６１問い合わせ

　

今
日
の
地
域
社
会
は
、
都
市
化

の
進
展
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
容
し
、

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
や
、
協

力
・
助
け
合
い
の
気
持
ち
が
薄
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
と

は
、
住
民
自
身
が
地
域
を
見
つ
め

直
し
、
一
体
と
な
っ
て
連
携
し
、

地
域
の
活
性
化
や
親
睦
・
交
流
を

図
る
新
た
な
取
り
組
み
に
、
補
助

金
を
交
付
し
支
援
す
る
も
の
で
す
。

地
域
の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と

い
う
思
い
を
形
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

補
助
金
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
総
合
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
団
体　

　

区
ま
た
は
自
治
会
、
町
内
で
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
を

行
う
10
人
以
上
の
団
体

■
補
助
対
象
事
業　

①
地
域
の
自
然
お
よ
び
環
境
な
ど

の
保
全
に
関
す
る
事
業

②
地
域
文
化
の
継
承
お
よ
び
歴
史

的
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
事
業

③
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
、
福

祉
支
援
な
ど
に
関
す
る
事
業

④
地
域
住
民
の
融
和
・
交
流
を
深

め
る
た
め
の
事
業　
　

な
ど

※

例
え
ば
、
昔
遊
び
の
伝
承
な
ど

の
世
代
間
交
流
、
農
業
体
験
、

環
境
美
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
地

域
情
報
マ
ッ
プ
の
作
成
、
祭
り

の
実
施
な
ど
ア
イ
デ
ア
次
第
で

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
だ
し
、
以

前
か
ら
行
っ
て
い
る
取
り
組
み

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額　
　
　

　

補
助
対
象
経
費
の
3
分
の
2
の

額
で
、
限
度
額
は
30
万
円

※

補
助
対
象
経
費
は
、
材
料
費
、

賃
借
料
、
印
刷
費
、
消
耗
品
費

な
ど

■
募
集
期
限

4
月
30
日（
金
）

複
数
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

『
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
』を

ご
活
用
く
だ
さ
い

総合政策課　行財政改革推進係 ２３２－２１１２問い合わせ

福祉課からのお知らせ
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問い合わせ

菊
陽
町
の
特
産
「
菊
陽
人
参
」
が

焼
酎
に
な
り
ま
し
た

４月６日
発売開始！

菊陽町商工会にんじん焼酎部会事務局 ２３２-２７５７

　

菊
陽
町
商
工
会
に
ん
じ
ん
焼
酎
部
会
で
は
、

菊
陽
町
特
産
の
甘
い
人
参
を
使
っ
た
、
に
ん

じ
ん
焼
酎
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
よ
う
や
く
に
ん
じ
ん
焼
酎
「
酔
紅

（
よ
い
べ
に
）」
が
完
成
し
、
4
月
6
日（
火
）

か
ら
発
売
し
ま
す
。「
酔
紅
」
は
、
常
圧
蒸

留
、
カ
メ
仕
込
み
し
た
本
格
焼
酎
で
、
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
味
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

※

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
菊
陽
町
在
住
で

　
「
巨
人
の
星
」
な
ど
で
有
名
な
漫
画
家
の

川
崎
の
ぼ
る
先
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

※ジャスコ菊陽店とゆめタウン光の森では電話注文は受けていません。店頭販売のみです。

■

■

■

■

■

■

■

4月6日（火）から

1,200円（税込）

1,300円（税込）

3,000本限定

720㎖

にんじん

さつまいも

米麹

25度

にんじん焼酎「酔紅」の販売は、以下の14店舗で行います

問い合わせ

発 売 日

価　格（箱無）

価　格（箱有）

発 売 数 量

内 容 量

原 材 料

アルコール分

販　売　店 地　区 電話番号

はなや酒米店

いしい酒店

西田商店

たわらや酒店

坂本お茶・酒店

スーパーマサヤ

さんふれあ

花立

武蔵ヶ丘

武蔵ヶ丘

三里木

新町

緑ヶ丘

原水

339-7791

338-7222

338-0600

232-3138

232-2670

232-2006

232-8690

販　売　店 地　区 電話番号

堀川商店

合志酒店

古庄酒店

サザンクロス

藤本酒店

ジャスコ菊陽店

ゆめタウン光の森

鉄砲小路

馬場

入道水

南方

中代

三里木

光の森

232-1862

232-4127

232-9110

232-9345

232-2510

店頭販売のみ

店頭販売のみ

　

昨
年
度
、
菊
陽
町
男
女
共

同
参
画
さ
ん
さ
ん
の
会
で
は
、

男
女
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
め
ざ
し
て
、
川
柳

を
募
集
し
ま
し
た
。
20
点
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

３
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
川
柳
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
絵
手
紙
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
25
点
の
応
募
が

あ
り
、
優
秀
賞
と
し
て
3
点

を
選
び
、
3
枚
１
組
の
絵
ハ

ガ
キ
セ
ッ
ト
を
作
製
し
ま
し

た
。

　

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
中
に

も
温
か
い
感
謝
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
た
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
絵
は
が
き
が
で
き
ま
し

た
。「
み
ん
な
が
幸
せ
な
思

い
や
り
の
あ
る
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

三里木町民センター ２３２-５５３６問い合わせ

「
あ
り
が
と
う　

わ
す
れ
ち
ゃ
お
ら
ん　

こ
ん
ど
い
う
」

「
た
ま
に
ゃ
あ　

あ
た
が
つ
く
っ
と　

う
ま
か
た
い
」

「
お
母
さ
ん　

老
後
の
主
夫
は　

俺
の
番
」

川　柳：瀬上 むつ子さん　
絵手紙：城戸 晶子さん

川　柳：楠野 富子さん　
絵手紙：木村 広子さん

川　柳：内田 　道さん　
絵手紙：板垣 アキ子さん

希
望
者
に
は
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

みんなが
幸せな

社会のために

男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

「
男
女
共
同
参
画
川
柳　

絵
は
が
き
」

限 定
3,000本

熊本県消費生活センター ３８３-０９９９
問い合わせ

総合政策課　総合政策係 ２３２-２１１２

総務課
２３２-２１１１

問い合わせ

ふるさと寄附金（納税）のご案内
菊陽町を応援してください
ふるさと寄附金（納税）のご案内
菊陽町を応援してください

　菊陽町のまちづくりを応援していただくために、ふ
るさと寄附金（納税）を利用した寄附を募集しています。
　町外にお住まいで、「ふるさと菊陽」、「関わりの深
い菊陽」を応援したいという人は、ぜひふるさと寄附
金制度を利用して、菊陽町のまちづくりにご支援をお
願いします。
　ふるさと寄附金制度を利用して町に5千円以上寄附
していただいた人には、所得税と住民税が一定限度額
まで控除されるほか、本町から、町を紹介する「町勢
要覧」、町の歴史が詳しく分かる「菊陽町史」を贈呈
します。
　町民の皆さんには、現在町外（県外）にお住まいのご
家族やお知り合いにふるさと寄附金の制度をご紹介い
ただき、菊陽町の応援をお願いします。
　皆さんからいただいた寄附金は、貴重な財源として、
まちづくりに活用させていただきます。
　詳しくはお問い合わせください。

総合政策課
２３２-２１１２

問い合わせ

　
無
料
と
思
っ
て
い
た
ら
、
高
額
な
利

用
料
金
を
請
求
さ
れ
た

（
相
談
者
：
30
歳
代
女
性
）

　

小
学
生
の
息
子
が
無
料
ゲ
ー
ム
を

し
た
い
と
い
う
の
で
、
私
の
携
帯
電

話
を
貸
し
て
遊
ば
せ
た
。
テ
レ
ビ
で

「
無
料
」
と
Ｃ
Ｍ
を
し
て
い
た
の
で
、

お
金
が
か
か
ら
な
い
と
安
心
し
て
使

わ
せ
て
い
た
が
、
ア
バ
タ
ー
の
コ
ン

テ
ン
ツ
料
と
し
て
2
カ
月
で
約
6
万

円
も
の
請
求
書
が
届
き
、
驚
い
た
。

　
個
人
情
報
を
教
え
て
し
ま
っ
た

（
相
談
者
：
20
歳
代
女
性
）

　

無
料
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ

た
人
と
親
し
く
な
り
、
メ
ー
ル
の
や

り
と
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お

互
い
の
顔
写
真
を
送
り
合
お
う
と
誘

わ
れ
、
相
手
の
写
真
を
受
け
取
っ
た

後
、
自
分
の
写
真
を
送
信
し
た
が
、

送
信
後
か
ら
全
く
連
絡
が
取
れ
な
い
。

相
手
の
写
真
が
本
物
か
分
か
ら
な
い

し
、
悪
用
さ
れ
な
い
か
心
配
だ
。

　

携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
遊
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
。
最
近

は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も
「
無
料
」
と
の
宣
伝
が
あ
り
、
若
者
を
中
心

に
人
気
の
ゲ
ー
ム
で
す
。
し
か
し
、
請
求
金
額
な
ど
の
相
談
も
起
き

て
い
ま
す
。

　

保
護
者
が
子
ど
も
に
携
帯
な
ど
を
与
え
て
ゲ
ー
ム
を
さ
せ
る
と
き

は
、
ま
ず
使
っ
て
み
る
な
ど
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
料
金
が
か

か
る
の
か
な
ど
を
理
解
し
、
子
ど
も
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

事
例
1

事
例
2

「
無
料
」だ
と
思
っ
て
い
た
の
に

 
子
ど
も
に
多
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル

消費生活相談室　

消
費
者
の
皆
さ
ん
へ
ア
ド
バ
イ
ス

①「
無
料
」
と
う
た
っ
て
い
て
も
、
利
用
料
や
通
信
費
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
す
る

　

保
護
者
が
必
ず
利
用
規
約
な
ど
に
目
を
通
し
、
有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
が
含
ま
れ
て

い
な
い
か
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
料
金
が
発
生
す
る
の
か
な
ど
を
確
認
し
て
、
子

ど
も
が
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
不
用
意
に
個
人
情
報
を
教
え
な
い

　

ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
住
所
や
電
話
番
号
、
顔
写
真
を
送
っ
て

ほ
し
い
な
ど
の
メ
ー
ル
が
届
い
て
も
、
不
用
意
に
個
人
情
報
を
教
え
な
い
こ
と
。

　平成22年4月1日から、役場と武蔵ヶ丘支所の閉庁
時間が午後5時15分に変わります。町民の皆さんは、
お間違えのないようにご注意ください。
　なお、窓口延長業務は、これまでどおり毎月第1・
第3水曜日の午後7時まで行います（証明書発行のみ）。

■開庁時間 
　午前8時30分～午後5時15分 
■閉庁日 
　土曜日、日曜日、祝日、および年末年始
※年末年始などは、広報紙や町ホームページなどで
お知らせしますので、
　ご確認ください。

役場の閉庁時間は　　
　　　午後5時15分です
役場の閉庁時間は　　
　　　午後5時15分です

閉庁時間変更のお知らせ
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全国ガールズ８（Ｕ－12）サッカーフェスティバル
～第６回Ｊヴィレッジなでしこカップ～に出場
　2月12日～14日、福島県「Ｊヴィレッジ」で、全
国ガールズ8（Ｕ－12）サッカーフェスティバル～
第6回Ｊヴィレッジなでしこカップ～が行われま
した。　　
　本町の一原ななみさん（光の森5町内）、福地彩茉
音さん（沖野）が所属する「MELSA熊本 FCボニー
タ」が九州代表として出場。全国の強豪チームとの
熱戦を繰り広げ、第5位という成績を残しました。

　2月27・28日、東ヶ丘区（山田亮区長）で、東ヶ丘
区文化祭が行われました。
　東ヶ丘区の文化祭は歴史があり、今年で18回目を
迎えました。
　公民館には区民が趣味で作った花や短歌、習字、
絵画などの作品が展示され、来場者はその見事な作
品をじっくり鑑賞していました。子ども会で作った
絵や工作もあり、子どもから大人までたくさんの区
民が参加し、作り上げた文化祭でした。

菊陽町は、
優れたお茶の産地です！

18回目の東ヶ丘区文化祭
区民の力作が展示

菊陽町人権教育研究大会
家族のきずな大切に
　3月6日、菊陽町図書館ホールで、菊陽町人権教
育研究大会が行われました。
　松本サリン事件の第1通報者である河野義行さん
が「報道と人権」の講演会をされ、「報道は時には
危険なものであり、警察や世間から犯人扱いされた
が、家族や友人との絆で耐えることができた」と話
されました。また、東部町民センター「ふれあい劇
団」が人権劇「カボチャの花」を披露し、家族が支
え合うことの大切さを熱演しました。

▲豊重哲郎館長「地域活性化に向けて」の講演▲河野義行さん ▲ふれあい劇団「カボチャの花」

地域交流事業　
南小校区民のつどい

第16回担い手育成推進大会
農業で儲ける！～アイディアを形にする方法～
　2月22日、町図書館ホールで、農業の活性化を目
的とした担い手育成推進大会が開催されました。
　この大会には、農業関係者約120人が参加。昨年
の、農業ビジネスプラン日本一を決める「Ａ－１グ
ランプリ」で特別賞を受賞した㈱農業総合研究所代
表取締役の及川智正さんによる講演や、地産地消を
テーマとした農産加工品の試食会、牛乳や日本茶の
消費拡大キャンペーンなどが行われました。

　3月3日、県経済連ホールで県茶振興大会が開か
れました。菊陽町は、県内でも優れたお茶の産地と
して有名で、多くの生産者が表彰を受けました。
県経済連茶生産流通協議会茶共進会個人賞蒸製玉緑茶の部
特等 福本勝さん（戸次）
一等 森田俊郎さん（曲手）、福本美智子さん（戸次）
二等 吉山一也さん（馬場楠）
県茶品評会会長賞茶園の部　三等 上田茂政さん（中代）

▲2日間でたくさんの人が作品を鑑賞しました

▲及川智正さんによる講演「農業で儲ける！」

▲受賞されたお茶生産者の皆さん

おいかわともまさ

第33回菊陽町子ども会駅伝大会 第22回菊陽町ふれあい駅伝大会

ふくもとまさる

ふくもと み　ち　こもり た としろう

よしやまかず や

こう の よしゆき

やま だあきら

とよしげてつろう

うえ だ しげまさ

▲福地彩茉音さん（左）、一原ななみさん（右）

いちはら ふく ち　あ　ま

ね

▲規定の部で優勝した鉄砲小路Ａチーム ▲一斉にスタートする第一走者

　3月14日、菊陽町ふれあい駅伝大会が菊陽杉並木
公園スポーツ広場をスタート・ゴールとする6区間
13.8kmで行われ、18チームが健脚を競いました。
　選手がそれぞれの中継地点へ移動すると、午前10
時半に一斉にスタート。チームや観客の応援を受け
ながら、少しでも早くタスキをつなごうと力走しま
した。大会結果は次のとおりです。
【一般の部】第1位 OB‘s～勝手に黄金時代～
　　　　　 第2位 チームオオムラ
　　　　　 第3位 ウイング
【中学生の部】第1位 菊陽中　第2位 武蔵ヶ丘中

　3月6日、南部町民センターで、南小校区民のつ
どいを開催しました。
　今回は校区内外から約150人が参加。映写会や6
年生の「南校区に住んで」の発表、地域ボランティ
アによる地域産物を使った食交流が行われました。
　また、鹿児島県鹿屋市柳谷自治公民館の豊重哲郎
館長から地域活性化に向けての講演があり、「何事
も本気でやる気さえ起こせば必ず奇跡がおき、実現
することができる」との話がありました。

　3月14日、菊陽杉並木公園ふれあい広場で、第33
回菊陽町子ども会駅伝大会が開催されました。
　町内各地区の子ども会から総勢29チームが参加し、
公園内および周辺のコースをタスキでつなぎました。
　会場では、息を切らしながらも一生懸命走る子ど
もたちに、保護者から力強い声援がかけられていま
した。大会結果は次のとおりです。
【規　定】優　勝 鉄砲小路Ａ　準優勝 上津久礼Ａ
　　　　 第3位 武蔵ヶ丘4町内子ども会
【オープン】 優　勝 三里木子ども会　準優勝 大堀木
　　　　 子ども会　第3位 下津久礼子ども会
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I N F O R M A T I O N 情 報 掲 示 板

３８５-３３００熊本県保険医協会
ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｈｋ‐ｄｒ．ｊｐ

　月　　　思春期のうつ病
　火　　　あなたの家族が認知症になったら…
　水　　　キス病（伝染性単核球症）
　木　　　歯科口腔外科関連
　金　　　夜、眠れない方へ
土／日　　加齢による膝の痛みの予防

健康情報健康情報 4月の週間プログラム

　

4
月
中
旬
か
ら
、
菊
陽
杉
並
木
公
園
ふ
れ
あ
い

広
場
の
園
路
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
立
入
禁
止
区
域
を
設
定
し
た

り
、
一
定
期
間
休
園
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
事
前
に
公
園
の
入
口
な
ど
に
設
置
す
る
看
板

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

公
園
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
2
3
2
）2
1
1
5

▼
対　

象　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

▼
補
助
内
容

　
「
人
間
ド
ッ
ク
健
診
」
に
2
万
5
千
円
を
町
が

補
助
し
ま
す
。「
は
り
・
き
ゅ
う
券
」
は
、
１
回

の
施
術
に
つ
き
１
、0
0
0
円
を
町
が
負
担
し
、

１
人
年
間
30
枚
を
交
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
・
保
険
課　

高
齢
者
医
療
係　

　

  

☎（
2
3
2
）4
9
1
2

　

野
鳥
は
、
こ
れ
か
ら
夏
ご
ろ
に
か
け
て
繁
殖
期

に
入
り
、
ヒ
ナ
を
育
て
る
た
め
に
盛
ん
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
ヒ
ナ
が
巣
か
ら
落
ち
て
い
る
場
合
で

も
、
必
ず
親
鳥
が
世
話
を
す
る
の
で
、
拾
わ
ず
に

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
5
月
10
日（
月
）か
ら
6
月
9
日（
水
）

ま
で
を
野
鳥
保
護
指
導
の
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、

野
鳥
保
護
へ
の
理
解
と
違
法
捕
獲
防
止
の
呼
び
か

け
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
県
庁
ま
た
は
地
域
振
興
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課　

　

☎
0
9
6
8（
2
5
）2
3
4
7

　

熊
本
県
自
然
保
護
課　

☎（
3
3
3
）2
2
7
5

　

こ
い
の
ぼ
り
を
立
て
る
際
に
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
こ
い
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た
と

こ
ろ
に
立
て
る
。

②
こ
い
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る
と
き
、
倒
す

と
き
は
、
電
線
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

※
万
一
、
こ
い
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
九
州
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

九
州
電
力　

大
津
営
業
所　
　

☎
0
1
2
0（
9
8
6
）6
0
2

　

離
婚
や
Ｄ
Ｖ
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
無
料
で
相

談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
日　

時　

4
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
相
談
対
応

　

面
接
の
場
合　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
2
階

　
　
　
　
　
　
　
（
熊
本
市
大
江
4－

4－

34
）

　

電
話
の
場
合　

☎（
3
6
4
）0
8
0
0

▼
問
い
合
わ
せ　

司
法
書
士
：
山
田
佳
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
3
8
1
）8
7
7
7

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険（
自
賠
責
保
険
）と

任
意
自
動
車
保
険
に
関
す
る
相
談
を
専
門
の
相
談

員
が
お
受
け
し
ま
す
。
交
通
事
故
に
関
す
る
損
害

保
険
の
こ
と
で
お
困
り
の
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

※
来
訪
す
る
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
弁
護
士
相
談
日（
予
約
制
要
面
談
）

　
　
　
　
　

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
4
時

▼
場　

所　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー（
熊
本
市
辛
島
町
）

▼
問
い
合
わ
せ　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　

ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

☎（
3
2
4
）8
7
4
0

▼
日　

時　

5
月
10
日（
月
）か
ら
毎
週
月
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場　

所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対　

象　

1
歳
〜
3
歳
児
ま
で
の
親
子

▼
費　

用　

受
講
料　
　
　

5
0
0
円

　
　
　
　
　

保
険
料　

2
、
2
0
0
円

▼
定　

員　

15
組（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

4
月
28
日（
水
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
2
3
2
）4
9
1
7

　
「
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
塩
分
控
え
め
な
食
事
を

し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
健
栄
養
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
内
容
は
講
話
と
調
理
実
習
で
す
。
ご
自

分
や
ご
家
族
の
健
康
や
食
生
活
が
気
に
な
る
人
は
、

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　

時　

5
月
28
日（
金
）、
7
月
1
日（
木
）、

　
　
　
　
　

9
月
1
日（
水
）、
10
月
8
日（
金
）、

　
　
　
　
　

12
月
8
日（
水
）の
年
5
回

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時　

※
た
だ
し
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
場　

所　

中
央
公
民
館

▼
定　

員　

10
人（
40
歳
以
上
の
女
性
）

※
た
だ
し
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

4
月
23
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係

☎（
2
3
2
）4
9
1
2

　

交
通
安
全
協
会
で
は
、
交
通
事
故
の
防
止
を
目

的
に
、
永
年
無
事
故
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

①
交
通
安
全
協
会
加
入
者
で
あ
る
こ
と

②
運
転
免
許（
原
付
含
む
）保
有
者
で
、
運
転
経
験

が
6
月
末
日
に
10
年
、
20
年
、
30
年
、
40
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と

③
前
記
期
間
内
に
交
通
事
故
や
交
通
法
令
に
違
反

し
て
行
政
ま
た
は
刑
事
上
の
処
分
を
受
け
て
い

な
い
こ
と（
反
則
行
為
で
3
年
を
経
過
し
た
人

は
除
く
）

④
町
内
に
居
住
し
て
い
る
人

▼
申
込
方
法

　

総
務
課
、
武
蔵
ヶ
丘
支
所
、
各
町
民
セ
ン
タ
ー

に
備
え
て
あ
る
申
請
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

申
請
人
の
押
印
を
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

5
月
28
日（
金
）　

期
限
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

交
通
防
災
係
☎（
2
3
2
）2
1
1
1

　

大
津
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
2
9
4
）1
0
8
9

▼
日　

時　

4
月
24
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場　

所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

園
芸
研
究
家　

安
武
龍
蔵
さ
ん

▼
定　

員　

30
人（
先
着
順
）

▼
費　

用　

1
、0
0
0
円（
受
講
料
5
0
0
円
、

材
料
費
5
0
0
円
）

▼
申
込
期
間　

4
月
7
日（
水
）〜
4
月
16
日（
金
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
、
後
日
、
材
料
費
を

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願

い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
9
）2
5
3
3

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

6
月
26
日（
土
）　

山
野
草
で
作
る
苔
玉
造
り

7
月
24
日（
土
）　

挿
し
木
で
ふ
や
す
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

9
月
25
日（
土
）　

パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
の
種
ま
き

12
月
18
日（
土
）　

ミ
ニ
松
竹
梅
の
寄
せ
植
え
作
り

2
月
26
日（
土
）　

プ
ラ
ン
タ
ー
で
作
る
春
ま
き
野
菜

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
経
済
危
機
に
伴
う
緊
急
雇

用
対
策
と
し
て
、
5
月
か
ら
原
水
工
業
団
地
維
持

管
理
業
務
に
従
事
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
業
務
は
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
や
、

中
高
年
者
な
ど
の
失
業
者
に
対
し
、
次
の
雇
用
ま

で
の
短
期
の
就
業
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

▼
定　

員　

2
人
程
度（
管
理
・
除
草
軽
作
業
員
）

▼
作
業
内
容

原
水
工
業
団
地
内
に
あ
る
造
成
森
林
・
緑
地
の

管
理
除
草
作
業
や
植
栽
な
ど（
刈
払
機
使
用
）

▼
勤
務
日
・
勤
務
時
間　

　

原
則
週
40
時
間（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
賃　

金　

一
般
作
業　

時
給
7
0
0
円
か
ら

　
　
　
　
　

刈
払
作
業　

時
給
9
0
0
円

※
作
業
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

4
月
12
日（
月
）〜
4
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
郵
送
の
場
合
は
4
月
16
日（
金
）当
日
消
印
有
効
。

▼
就
業
期
間　

5
月
6
日（
木
）か
ら
を
予
定

　
　
　
　
　
　
（
原
則
6
カ
月
未
満
の
就
業
）

▼
応
募
書
類　

①
履
歴
書（
写
真
付
き
）

②
失
業
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し（
例
：
雇
用
保
険
者
受
給
資
格
者
証
、廃
業
届
、

職
務
経
歴
、
そ
の
他
失
業
者
で
あ
る
こ
と
が
証

明
で
き
る
も
の
）

※
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
に
「
履
歴
書
在
中
」

と
朱
字
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
面　

接　

4
月
上
旬
に
行
い
ま
す
。

▼
応
募
書
類
送
付
先　

〒
8
6
9－

1
1
0
3　

　

菊
陽
町
大
字
久
保
田
2
6
2
3
番
地

　
（
社
）菊
陽
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
2
3
2
）6
2
7
6

　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
協
力
し

て
大
人
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時　

4
月
8
日
か
ら
12
月
中
旬
ま
で

　
　
　
　
　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
8
時
〜
午
後
9
時
30
分

▼
場　

所　

フ
ッ
ト
サ
ル
パ
ー
ク
熊
本（
西
小
そ

　
　
　
　
　

ば
）　
　
　

☎（
2
3
2
）5
5
1
2

▼
対　

象　

30
歳
〜
55
歳
の
人

▼
定　

員　

20
人（
先
着
順
）

▼
費　

用　

入
会
金　

1
0
、0
0
0
円（
入
校
時
）

　
　
　
　
　

会　

費　
　

8
、0
0
0
円（
毎
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本　
　
　

☎（
2
8
3
）1
2
0
0

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
き
く
よ
う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
2
3
3
）1
5
2
0

●
お
知
ら
せ
●

●
募　
　

集
●

モ シ モ シ

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

ミ
ニ
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

5
月
10
日（
月
）〜
6
月
9
日（
水
）は

野
鳥
保
護
指
導
の
取
締
強
化
月
間

平
成
22
年
度「
永
年
無
事
故
運
転
者

表
彰
」の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

家
事
問
題
相
談
会

「
保
健
栄
養
教
室
」

受
講
生
募
集

菊
陽
杉
並
木
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
の

園
路
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

「
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
補
助
」・

「
は
り
・
き
ゅ
う
券
」の
交
付

こ
い
の
ぼ
り
は
電
線
に
触
れ

な
い
よ
う
に
立
て
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す

ベ
ビ
ー
＆
マ
ミ
ー
ビ
ク
ス

受
講
生
募
集（
全
5
回
）

※費用については、自己負担があるもののみ掲載しています。

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

大
人
の
サ
ッ
カ
ー
教
室

緊
急
雇
用
対
策

作
業
員
募
集
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自衛官募集

4月1日(木)～
5月10日(月)

4月1日(木)～
5月10日(月)

5月6日(木)～
5月21日(金)

1次：5月22日（土）
2次：6月23日（水）～28日（月）

試 験 日：7月5日（月）
合格発表：8月20日（金） 大卒38歳未満の人

1次：5月15日（土）・16日（日）（16日は飛行要員のみ）
2次：6月15日（火）～17日（木）
海・空飛行要員のみ3次：7月14日（水）
　　　　　　　　　　　　　　～8月5日（木）
　　　　　　　　　　　　（海は7月23日（金）まで）

18歳以上27歳未満の人

・20歳以上26歳未満の人
　（22歳未満の人は大卒（見込含））
・大学院修士学位取得者（技術幹部
　候補生志願者は理工学修士学位
　取得者に限る）は28歳未満

募集種目 受付期間 試　験　日 受験資格

一般・技術幹部
候 補 生

技術海上幹部
技術航空幹部

一般曹候補生

問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎0968（24）2772
　　　　　　自衛官募集ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/）



～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～　（ふれあい交流・福祉支援センター）　☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）　☎２３３－００９８

図　 書　 館
問い合わせ

図書館ホール ２３２-７７５６
２３２-０４０４

※準備、リハーサルなどは記載していません。　☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。

平成22年11月分のホール予約を、5月1日（土）の午前9時30分から受付開始します。
抽選会を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

ほんの森ほんの森ほんの森
菊陽町図書館だより

入園前の親子（０～６歳）・妊婦さんは、いつでも無
料で参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗合せてお越しください。

０歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

○陽だまり（白鈴園）　
　月～金曜日（休日を除く）午前9時～午後2時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができ
　ますのでお気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）　
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）　
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
　　

町立保育所８園の園庭で遊べます。ケガがないよ
うおうちの方とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後5時

ハローサークル　　午前１０時～正午

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

※保育室や園庭で遊べます！事前にご連絡ください。
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前9時～午後2時

園　開　放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後4時

ふれあい広場

プログラム月日・場所

ミニキャロット　午前９時～午後２時 光の森キャロット保育園

キャロットランド　午前9時～正午
※お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

※お誕生会に参加するお誕生児さんは、13日・15日に誕生
　カードを作ってもらいますので、参加してくださいね。

14日（水）　身体測定
16日（金）　講習会（要予約20組）
23日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）

今月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（休日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●お 茶 代　一家族　100円

●毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。
※行事の予約は4/2（金）からになります（土日を除く）。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越
しください。

０歳～未就園児と保護者対象。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、お母さん
同士の情報交換にご利用ください。

子育てひろば子育てひろば

プログラムベビー＆マタニティー

9日（金）
【始めましてゲーム♥】
※お友達を作ろう！

プログラム日にち・場所
7日（水）

菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【始めましてゲーム♪】 
※どんなゲームかなぁ？
　お楽しみに！

16日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

【ママの休日】
※100円「クルミボタン作り」 
　手作りクラブ

プログラム０・１歳 １歳以上

12月のおはなし会中止のお知らせ

菊陽町図書館　菊陽町大字原水１４３８-１
TEL.232-0404（図書館）　TEL.232-7756（ホール）
FAX.232-7761　http://www.kikuyo-lib.ne.jp

育児相談
育児相談

16日（金）
白鈴園（陽だまり）

ふれあい遊び
※はじめまして。
　ふれあい遊びを楽しもう。

とことこ１歳：１歳児親子対象の集まりです。
※春の公園で外遊び。帽子、お茶を持ってき
　てください。
※終了後は「あいあい」の部屋で食事ができます。

のびのび遊ぼう
※リズムに合わせて体を動かして遊ぼう。
　お友達とのふれあいも楽しみましょう。

ダイナミックに遊ぼう
※くぐって、とんで、ころがって、思いっきり
　体を動かそう。

ベビーの日：
１歳未満児と妊婦さん対象の集まりです。
※身体測定ができます。
※ゆっくりとおしゃべりを楽しみましょう。

育児講座　ベビーの日：
１歳未満児と妊婦さん対象の集まりです。
※こんな時どうすればいいの？いろんな悩み
　を出し合いましょう。
　民生児童委員さんも来られます。

20日（火）
ふれあいの森研修センター

23日（金）
南部町民センター

●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●

５/７（金）
白鈴園（陽だまり）

21日（水）
老人福祉センター

14日（水）
ふれあいの森研修センター

新しく届いた本

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時15分
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

知の現場

思春期の子が待っている親のひと言

あなたの知らない花粉症の治し方

くいいじ (上・下 )

ハッピーリレー

雛人形と武者人形

自己ＰＲの英会話

寺田寅彦バイオリンを弾く物理学者

親鸞（上・下）

おぼろ月

知的生産の技術研究会／編・久恒啓一／監修　　東洋経済新報社

大塚隆司／著　　総合法令出版

大久保公裕／著　　暮しの手帖社

安野モヨコ／著　　文藝春秋

菊田まりこ／著　　河出書房新社

淡交社編集局／編・林駒夫／監修　　淡交社

長尾和夫・テッド・リチャーズ／著　　三修社

末延芳晴／著　　平凡社

五木寛之／著　　講談社

谷村志穂／著　　祥伝社

8日（木）6日（火）

15日（木）13日（火）

【４月のお誕生会】
※お誕生児さんは予約してください。

【公園で遊んじゃお★】
※光の森公園集合です。

【始めましてゲーム♪】
※新しいお友達をたくさん作ろう♥

【こいのぼりをつくっちゃお♪】
※はさみ・のり・クレヨンをお持ちください。

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第1･2水曜日　午前11時～午前11時30分
　（4月7・14日、5月5日）
★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後5時～午後5時30分
　（4月1・8・15・22・29日）
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第2・4日曜日　午後2時～午後2時30分
　（4月11、5月9・23日）

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

日  曜 開場 開演 終演 催し物 主催者 入場方法 対象者

菊陽町図書館ホール　平成22年4月 催し物

無料 どなたでも

無料 どなたでも

関係者のみ

関係者のみ

関係者のみ

関係者のみ

無料 どなたでも

無料 どなたでも

21   水

25   日

28   水

さん陽舞の愛好会（瀬戸山さん☎232-4270）

ＳＡＮ企画（坂本さん☎090-3075-9456）

菊陽町役場・総務課（☎232-2111）

13:45～14:15(受付)

13:45～14:15(受付)

13:30 14:00 16:30

10:30 11:00 16:00

9:00 9:30 12:00

9:30 10:00 12:00

9:00 9:30 16:30

大津地区交通安全推進大会

さん陽舞の愛好会
年間目標発表会

高齢者大学
〈平成22年3月3日現在確定分〉

11   日

17   土

3   土

4   日

５/６（木）

菊陽町役場・健康保険課（☎232-4912）

菊陽町役場・健康保険課（☎232-4912）

菊陽町中央公民館（☎232-2116）

ポリオ予防接種

ポリオ予防接種
春のおどり

20   火

27日（火）

13:00 13:30 16:00 ピアノ発表会

●子ども読書週間 特別企画のお知らせ●
いつでもおはなし会（おはなしの森さんさん、図書館職員）

　子どもたちがいつ来館してもおはなし会を楽しむことができるように、午前11時～午後3時の毎時間「おはな
し会」がスタートします。
　■日　時　4月25日（日）　①午前 11 時～　②正午～　③午後1時～　④午後2時～　⑤午後3時～
　■場　所　おはなしのへや

22日（木）20日（火）
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人権のひろば

子

ども
の目、子どもの声人権

作文シリーズ
【№12】

　

私
が
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
た
の
は
、
以
前
老
人
ホ
ー
ム
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
、
社
会
福
祉
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
が
参
加
し
た
大
き

な
き
っ
か
け
で
す
。
あ
と
も
う
一
つ
理
由
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

の
あ
る
方
や
、
菊
陽
北
小
の
人
た
ち
や
施
設

の
職
員
の
方
た
ち
と
仲
良
く
な
っ
て
、
小
学

校
の
思
い
出
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
の
作
業
体
験
で
、
ね
じ
を
作
る
作

業
を
し
ま
し
た
。
ね
じ
を
作
る
作
業
で
は
、

ね
じ
を
五
山
や
三
山
な
ど
、
目
で
き
ち
ん
と

確
か
め
な
い

と
、
そ
の
製

品
は
売
り
物

に
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま

う
し
、
ね
じ

を
回
す
の
が

か
た
か
っ
た

り
し
て
、
な

か
な
か
難
し

い
作
業
で
し
た
。
で
も
、
入
所
者
の
方
々
は
、

パ
パ
ッ
と
作
業
を
進
め
る
の
で
す
ご
い
な
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
入
所
者
の
方
た
ち
と
お

話
を
し
な
が
ら
、
作
業
を
し
て
い
く
う
ち
に
、

福
祉
の
仕
事
っ
て
楽
し
い
と
思
っ
た
り
、
感

じ
た
り
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
春
雨
の
計
量
と
ふ
く
ろ
づ
め
、

ふ
く
ろ
と
じ
を
し
ま
し
た
。
春
雨
の
計
量
は

割
り
と
簡
単
な
の
で
す
が
、
作
業
さ
れ
て
い

る
方
々
は
、
プ
ロ
の
よ
う
に
こ
な
し
て
い
た

の
で
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
く
ろ
づ
め
は
、

は
じ
め
ま
ち
が
っ
て
ふ
く
ろ
づ
め
し
て
い
た

け
ど
、
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
少
し
ず
れ
て
も
、
そ
れ
は
せ

い
ひ
ん
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
や
っ
て
い

る
う
ち
に

慣
れ
た
の

で
す
が
、

集
中
力
を

切
ら
す
と

す
ぐ
ず
れ

て
し
ま
う

の
で
す
。

だ
か
ら
交

代
交
代
で

作
業
し
て

い
ま
し
た
。

　

私
は
、
熊
本
菊
陽
学
園
の
み
な
さ
ん
と
作

業
を
し
て
、
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
り
、
な

ん
と
話
せ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
話
が
聞

き
取
り
に
く
く
て
も
、
表
情
や
目
を
見
た
り
、

一
生
け
ん
め
い
聞
け
ば
伝
わ
る
と
思
っ
た
し
、

な
ん
て
話
せ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
き

だ
っ
て
、
相
手
の
ほ
う
か
ら
話
し
か
け
て
き

て
く
れ
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
て
と
て
も

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
か
私

は
将
来
、
福
祉
の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
一
日
目
は
、
夕
食
会
や

花
火
が
あ
り
、
夕
食
会
で
は
リ
コ
ー
ダ
ー
と

エ
イ
サ
ー
を
し
ま
し
た
。
エ
イ
サ
ー
で
は
少

し
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど
、
よ
ろ
こ
ん
で
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
夕
食
会
の
半
ば
に
、

ポ
ン
菓
子
作
り
が
あ
っ
て
、
す
ご
く
ま
ぢ
か

で
見
て
、
も
の
す
ご
い
は
く
り
ょ
く
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
花
火
で
は
、
き
れ
い
な
花

火
を
菊
陽
北
小
の
人
た
ち
や
、
学
園
の
み
な

さ
ん
と
で
き
て
よ
か
っ
た
し
、
夏
を
ま
ん
き

つ
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら
お
楽

し
み
の
夜
で
は
、
菊
陽
北
小
の
人
た
ち
と
た

く
さ
ん
交
流
し
て
な
か
よ
く
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方
を
、
決
し
て
私
た

ち
と
違
う
目
で
見
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
違
う
目
で
見
る
人
た
ち
は
、
世
の
中

に
い
る
け
ど
、
そ
ん
な
人
を
な
く
し
て
い
き

た
い
で
す
。

上村　光麗さん（11歳）
うえむら　    ひか り

[馬場楠]

●将来の夢　
　ピアノの先生
●自　慢　
　早寝早起き
●今一番やりたいこと　
いろいろなお料理を作ること
●みんなに伝えたいこと
　みんな仲良くしようね！

●趣　味　
　ソフトバンクホークスの応援
●将来の夢　
アナウンサー
●自　慢
　嵐の相葉君のサインを持ってい
る！
●今一番やりたいこと　
　ソフトバンクホークスの試合を
見て、川崎選手に会いたい

吉田　朱里さん（7歳）
よし だ　     あか り

[馬場楠]

菊陽人
りさーち

「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869-1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など2人1組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

海
沿
い
の
桜
並
木
の
枝
先
の
つ
ぼ
み
は
固
く
風
に
震
え
ぬ　
　
　
　
　

 　
　

今
村　

貞
子

早
春
の
暖
か
き
日
に
山
裾
を
歩
け
ば
白
梅
仄
か
に
香
る　
　
　
　
　
　

 　
　

岡
本
ま
さ
え

あ
の
山
の
遥
か
遠
く
を
帰
り
し
か
鶴
を
思
へ
り
暖
か
き
日
を　
　
　
　

 　
　

菊
川
あ
さ
み

草
引
き
し
庭
に
舞
い
来
し
黄
蝶
二
つ
水
仙
の
花
に
ま
つ
わ
り
て
お
り　

 　
　

下
田　

久
子

吾
が
里
は
神
宮
山
の
麓
に
て
岩
た
ご
越
え
て
舟
繋
ぎ
あ
り　
　
　
　
　

 　
　

皆
島
キ
ク
ノ

白
き
雪
黒
き
針
葉
樹
を
背
景
に
赤
き
ウ
エ
ア
ー
の
選
手
は
飛
べ
り　
　

 　
　

森　
　

敦
子

幼
な
日
に
指
切
り
約
束
し
た
も
の
の
親
が
定
め
し
山
里
へ
行
く　
　
　

 　
　

東　
　

廣
喜

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

短 

歌 

会

20

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
６
年　

花
田
な
つ
み

着
ぶ
く
れ
て
母
そ
っ
く
り
と
人
の
言
ふ　

  

𠮷
野　

早
苗

侘
助
の
う
す
紅
透
か
す
日
和
か
な　
　
　

  

川
口　

豊
子

寒
満
月
言
ひ
訳
な
ど
の
許
さ
れ
じ　
　
　

  
井
上
久
美
子

お
さ
な
児
の
い
や
と
首
ふ
る
冬
帽
子　
　

  

宮
川
ユ
キ
エ

ゆ
ず
り
合
ふ
土
橋
の
ほ
と
り
草
青
む　
　

  

日
髙　

妙
子

劣
り
ゆ
く
頭
脳
に
よ
し
と
寒
卵　
　
　
　

  

曽
我　

育
代

白
梅
の
一
番
に
咲
く
隣
り
庭　
　
　
　
　

  

曽
我
ト
モ
子

も
の
の
芽
を
育
む
雨
よ
音
も
な
く　
　
　

  

紫
藤　

祥
子

小
春
日
の
遍
ね
く
大
地
の
わ
ら
べ
う
た　

  

村
上　

朋
子

冬
衣
脱
ぎ
誘
は
れ
て
植
木
市　
　
　
　
　

  

合
志　

重
子

日
溜
り
の
梅
一
輪
の
気
負
い
か
な　
　
　

  

野
口　

令
史

餅
つ
い
て
母
の
な
き
日
の
は
じ
ま
り
ぬ　

  

松
橋　
　

強

冴
返
る
虚
空
に
消
え
し
青
い
鳥　
　
　
　

  

佐
藤　

澄
世

愛
犬
の
片
目
眠
や
蕗
の
薹　
　
　
　
　
　

  

三
島　

一
路

六
地
蔵
三
寒
四
温
無
表
情　
　
　
　
　
　

  

坂
本
百
合
子

山
茶
花
の
終
の
い
ろ
し
て
散
る
も
花　
　

  

田
中　

郁
子

浄
瑠
璃
の
三
味
の
音
に
乗
り
雪
女 

 

村
田　

正
三

若
い
家
族
も
願
ひ
あ
ま
た
に
春
立
て
り　

  

井　
　

子
文

五
里
霧
中
老
々
介
護
の
春
寒
し　
　
　
　

  

財
津　

早
雪

積
雪
や
う
す
墨
流
し
今
朝
の
景　
　
　
　

  

原
野
レ
イ
子

春
光
や
波
お
だ
や
か
や
魚
飛
び
て　
　
　

  

西
村
ひ
と
え

手
袋
の
五
指
に
こ
も
り
し
母
の
愛　
　
　

  

力　
　

幸
子

細
ご
ま
と
近
況
見
ゆ
る
賀
状
な
る　
　
　

  

寺
尾
千
代
子

生
れ
た
て
赤
き
実
二
つ
雪
兎　
　
　
　
　

  

髙
橋　

孝
子

猟
犬
の
声
も
響
け
り
山
深
く　
　
　
　
　

  

堀
川　

妙
子

冬
の
霧
山
と
山
と
を
繋
い
で
る　
　
　
　

  

佐
藤　
　

航

寒
カ
ラ
ス
鳴
き
声
大
会
は
じ
め
て
る　
　

  

佐
藤　
　

健

一
世
紀
生
き
し
思
ひ
や
梅
二
月　
　
　
　

  

佐
藤　
　

節

ゆ た か な 心 を は ぐ く む

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

　熊本菊陽学園での作業体験中、「聞き取りにくかったり、なんと話せばよいか分か
らなかったり」したことを、「表情や目を見たり、一生けんめい聞いたり」して相手
が伝えようとしていることをしっかり受け止めていることがよく分かります。
＊作業場面の写真撮影には、学園にご協力いただきました。

「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て

　
　
　
　
　

   

学
ん
だ
こ
と
」ねじどめ（バイクの部品づくり）

将来、福祉の仕事につきたい！

ていねいな袋づくり

さ
ん
か
ん

じ
ょ
う 

る 

り

し
ゃ 

み

ね

さ
ざ
ん
か

つ
い

け
い

さ
え

こ 

く
う

ね
む

ふ
き

と
う

し
ゅ
ん
こ
う

う
お

ご　

し

こ
ま

ゆ
き
う
さ
ぎ

つ
な

う
め
に
が
つ

か
ん ご  

り  

む
ち
ゅ
う

し
お
ん

わ
び
す
け

か
ん
ま
ん
げ
つ

ご

ど 

ば
し

ひ 

だ
ま

か
ん
た
ま
ご

あ
ま

す
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222

　
　

333

　
　

34466

2
／
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9

　

9

　
　

10

　
　

12

　
　

13

　
　

15

　

15

　
　

19

　
　

19

　
　

20

坂
本　

航
輝

中
田　

美
結

岩
崎
菜
々
美

小
柴　

葵
育

堤
内　

大
誠

今
村　

裕
大

藤
塚
清
一
郎

佐
藤　

芽
依

吉
野　

智
瑛

川
上
翔
太
郎

原　
　

豪
毅

藤
森　

健
斗

緒
方　

杏
珠

森
井　

新
月

笠　

 

恋
雪

河
合　
　

歩

鎌
田　

竜
生

濱
田　

裕
基

西
本　

帆
香

𠮷
﨑　

藍
人

中
村
未
来
翔

木
下　

琴
未

鵜
野　
　

旭

末
吉　

惟
人

河
北　
　

廉

山
下　

心
暖

岩
﨑
し
ず
く

本
田　

笑
麻

優　

子

大　

介
彰

眞　

伊

秀　

夫

裕　

一
敦

健　

一

圭　

介
宏

才　

姫

保　

則

雅　

樹

泰　

弘

大　

輔

真　

理
実

真
菜
美

篤　

志

重　

昭

加　

奈

和　

豊

彰　

洋

一　

矢
慧

真　

一
稔

　
　

彦
光
の
森

武
５
町
内

井

口

津
久
礼
ヶ
丘

新

山

上
津
久
礼

八
久
保

ひ
ば
り
ヶ
丘

光
５
町
内

緑
陽
台

新

山

光
３
町
内

辛

川

武
８
町
内

南

方

光
３
町
内

上
津
久
礼

境
の
松

中

代

緑
陽
台

光
の
森

下

原

光
５
町
内

新

町

古
閑
原

津
久
礼
ヶ
丘

東
ヶ
丘

新

成

田
中　

蒼
波

中
田　

陽
也

宮
崎　

莉
桜

齋
藤　

七
菜

谷
山　

琴
理

可
德　

真
侑

後
藤　

愛
莉

赤
星　

花
佳

井
上　

創
太

上
野　

愛
友

須
﨑　

愛
音

洋
伸　

吾

賢
一
郎

智　

実

健　

一

一　

成

雄　

輔

慎
太
郎

貴　

裕

竜　

也

義　

仁
馬
場
楠

武
６
町
内

武
８
町
内

武
５
町
内

三
里
木
北

津
久
礼
ヶ
丘

武
１
町
内

武
２
町
内

光
５
町
内

光
５
町
内

新

山

2
／
3

　

4689

　

10

　
　

11

　
　

15

　
　

15

　
　

17

　
　

19

　
　

22

　
　

26

　
　

26
吉
村
カ
ネ
子

紫
藤　

修

黒
瀬　

義
則

冨
永
エ
イ
子

南　

フ
ジ
子

田
島　

生
喜

中
本　

正
雄

青
木
ヒ
サ
子

杉
村　

道
雄

大
竹
ユ
キ
ノ

阪
本　

ト
ム

河
内
キ
ミ
エ

上
田
マ
サ
エ

山
部
ミ
サ
チ

84
歳

61
歳

73
歳

65
歳

99
歳

83
歳

86
歳

98
歳

66
歳

103
歳

93
歳

81
歳

96
歳

99
歳

下
津
久
礼

南

方

宮
ノ
上

下
津
久
礼

川
久
保

戸

次

青
葉
台

八
久
保

井

口

下
津
久
礼

大
堀
木

辛

川

川
久
保

入
道
水

ご
出
生
お
め
で
と
う（
2
月
届
出
分
）

　
■
香
典
返
し（
敬
称
略
）

髙
森　

信
義
（
故
ツ
ユ
）　
　
　

新　
　

町

石
原　

堅
志
（
故
ミ
チ
）　
　
　

熊
本
市

石
原　

堅
志
（
故
公
生
）　
　
　

熊
本
市

黒
田　

和
美
（
故
ユ
ク
エ
）　
　

熊
本
市

鈴
木　

富
子
（
故
清
）　
　
　
　

杉
並
台

紫
藤
惠
美
子
（
故
修
）　
　
　
　

南　
　

方

藤
川　

潤
子
（
故
潤
吾
）　
　
　

南　
　

方

冨
永　

征
良
（
故
エ
イ
子
）　
　

下
津
久
礼

赤
塚　

郁
子
（
故
イ
ツ
エ
）　
　

馬　
　

場

黒
瀬　

澄
子
（
故
義
則
）　
　
　

宮
ノ
上

南　
　

俊
男
（
故
フ
ジ
子
）　
　

川
久
保

窓口業務延長日（町民課）午後7時まで（証明書発行のみ）

菊陽町消防団消防操法大会（杉並木公園　午前8時30分から開会）

窓口業務延長日（町民課）午後7時まで（証明書発行のみ）

小中学校入学式

大津地区交通安全推進大会（図書館ホール　午前9時30分開会）
第3回「はなあかり」（町民グラウンド　午後5時開始）

夜間納税相談（税務課）午後9時まで

昭和の日

きくようカレンダーきくようカレンダーきくようカレンダー

大津町
合志市
菊池市
菊池市
合志市
大津町
合志市
菊池市
菊池市
菊池市
菊陽町
合志市
菊陽町
菊池市
合志市
菊池市
菊池市
合志市
菊陽町
大津町
菊池市
菊陽町
合志市
菊池市

4月

４月
※医療機関の都合などにより変更になる場合もありますの
で、最新情報は菊池郡市医師会テレフォンサービス（歯科
医を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300

4日日

25日日

18日日

11日日

29日木

2010年  4月

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
2
月
届
出
分
）

お
く
や
み

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

会　　場

法　　律

税　　金

消費生活

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）

会　場

■ 専門相談（午後1時～3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜～金曜）
電話

休日在宅当番医

お
め
で
た

善
意
の
灯

実施日

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

5日（月)
23日（金)
12日（月)
1日（木)
19日（月)
20日（火)
26日（月)
14日（水)
22日（木)

大
竹　

計
理
（
故
ユ
キ
ノ
）　
　

下
津
久
礼

早
川　

千
春
（
故
義
一
）　
　
　

上
津
久
礼

阪
本　

喜
男
（
故
ト
ム
）　
　
　

大
阪
府

吉
村　

重
美
（
故
カ
ネ
子
）　
　

下
津
久
礼

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
人
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
2
月
分
）

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

昭和の日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所

事業所名

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

293-2521
242-2745
0968-38-7070
0968-25-2209
242-4681
293-8000
248-9001
0968-23-7522
0968-24-2551
0968-25-1963
232-5151
248-0003
349-2255
0968-25-2589
343-0701
0968-38-2106
0968-25-2532
242-2231
232-9131
294-6777
0968-25-1164
232-9595
248-6161
0968-25-5678

竹田津医院
西合志病院
田中医院
岡山眼科
千々岩歯科医院
野沢内科医院
山岡胃腸科内科
杜の里かねこクリニック
木庭耳鼻咽喉科医院
高木歯科クリニック 
てらしま小児科医院 
大森医院
かとう整形外科光の森 
米田産婦人科医院 
永野歯科医院 
清原医院
髙木医院
森本整形外科医院 
ちが産婦人科医院 
ハート歯科クリニック 
菊池こどもクリニック 
大津第一クリニック 
三隅胃腸科内科外科医院 
菊池眼科 

図書館休館日

17日（土）
24日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

10日（土）
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高齢者大学（問い合わせ：中央公民館 ☎232－2116）
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 　10月1日を基準日として行われる
国勢調査について、今月号からシ
リーズで掲載します。
　国勢調査の目的や意義を少しでも
多く理解していただき、調査へのご
協力をお願いしたいと考えています。

そこで、今回はこれまでの調査から見える菊陽町をひ
もといていきたいと思います。
　昭和30年に3カ村合併で誕生した「菊陽村」は、昭
和44年に「菊陽町」となり、以来、人口は増加の一途
をたどっています。
　その増加の理由として豊かな自然環境や恵まれた立
地条件などが挙げられます。
　人口の推移を過去の国勢調査から見比べると、平成
12年～17年にかけて14.4％増、これは全国の市町村で
11番目の伸び率で、また昭和30年と比べると約3倍に
もなります。
　そして、現在も区画整理事業や宅地開発などにより、
新しく家々が立ち並び、住みよい町としてたくさんの
人が生活し、これから先もさらに増加が見込まれます。

2010年　
今年は国勢調査の年です

標語：未来への　はじめの一歩は　国勢調査
総務大臣賞　富山県黒部市　水口裕己さん

人口・世帯数の推移

ワン・ポイント

国勢
調査
情報Ｎo．１

問い合わせ 総合政策課　総合政策係 ２３２-２１１２問い合わせ

そんな発展し続ける町「菊陽」の
過去・現在・・・そして未来を数字で描く・・・

それが国勢調査なのです。
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